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立山の花 「キバナシャクナゲ」

2月の園芸一 つばさ

この頃 (2- 3月)開花し、古くから歌に詠ま

れている花木にウメ、ツバキがある 。

なかでも 、 ツバキは、 日本の代表的な花木で江

戸時代からさかんに改良が加えられ、今 日のよう

な多棟の品種群がっくりあげられていた。早 春 か

ら春にかけて花 をつけるし、何よりこの花 木が愛

好されるのは、最近問題になっている煙害その他

に耐 え、その他 の性質も強い点にある 。栽培上の

注意点、は夏、 あまり乾燥させないこと、花腐病を

防除することである 。
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.表紙せつめい

起舟まつり』

二月の十一円、氷兄市薮田、光福寺で大漁と漁業の安

全を祈ってfJCなわれる。いわば漁民の仕事始め。舟に神

酒を供え 、神酒を舟にたらして祝いをする。

丘升から六升は入る朱塗りの大杯に、ことし成人式を

迎えた若人だけが、杯に酒をつぐことができる。なみな

みとつがれた大杯を、古老から順に 11をつけて飲む。

舟祝いはキ シュウ、あるいは舟オコシとも言っ て、魚

津市や新湊市の沿岸地域で、も行なわれる。



く>富山県芸術文化賞の制定

憩、ス
ポし

芸術、文化の分野で優れた活動を行なった人

を顕彰する。

裏返富山県青年の山の設置

県営青年の山を拡充し、青年のレクリエーシ

ョンの場とし、白からの実践活動をとおして、

緑を大切にする思想、をつちかう 。 く>地方文化の伝承運動

彦選海の青少年の家の建設 先祖の伝統文化である風俗、民芸、史跡など

を正しく伝承する記録を発掘したり、普及を

はかる。レ臨海の地区に海を利用する青少年の研修、

クリエーション施設の建設を促進する。

く>芸術文化センターの建設

教育文化会館を建てるほか、美術館、博物館

の建設を促進する。

品、

，..-

花と緑の銀行 (FG銀行)を設け、種苗の生

産と配付を行なう。また花と木の育て方の手

引書を配り 、モデル花壇緑化モ-デル市町村を

指定する。

*県民ひとり一木運動

卒業、就職、結婚、誕生の記念植樹や葬儀の

返礼をFG銀行に寄付する運動をひろげる。

円
ノ
ム】

'
E
E

り

家庭、学校、役所、道路、広場、会社、 工場

などを、花と緑でつつむ県民運動を展開する。

*花いっぱし、運動

*緑の街づく

安富山県民公園の建設

自然を生かした大規模な県民休養公園を建設

する。

海浜公園の建設

河川敷や海浜の適地に緑地公園、運動公園、

養魚場、海浜公園、海浜プールなどを建設す

るほか、堤を利用したサイクリング ・ロード

をっくり、そのネットワークをつくる。

ろ
げ
る

女スポーツを楽しむ

スポーツ施設の整備計画をたて、運動場、サ

ッカ一場、プールな どを建設し、県民が手軽

にスポーツや レクリエーションに親しむ習慣

をつくる。

女河川、

若
い
力
を
発
揮
さ
せ
る

事選伸び行く若人の祭典

青年の主体的な企画と実行によって、働く若

人の祭典を行ないはつらつとした連帯感を高

めることによって、個人と社会の関係におけ

る青年の価値と役割を考える心構えをゃしな

っ。
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谷
間
に
生
き
が
い
を

命富山県記念館(仮称)
の建設

水に象徴される県の発展の歴史や自然のしく

み、科学、技術などを総合して展示するメ モ

リアルホールを建設する。

ゆ郷土をみなおす
バス教室

県内の史跡、記念物などの文化財や河川源流、

動植物のせい息地を類型別に巡回コースを設

定し、パスによる探究会を行なう 。

+社会福祉総合センター
の建設

郷
土
を

身障者の更正援護施設、肢体不自由児施設、

、社会福祉関係の相談機関をーカ所に統合した

総合施設を建設し福祉の拠点とする。

+老人福祉センター網の
整備

中央、地域の老人センタ ー網を整え、 生きが

いを高める D

4
1

・

み
な
お

以
上
の
事
業
を
貫
く
主
旨
は
、
あ
と
一

心
年
で
一
世
紀
に
な
る
転
機
と
し
て
県
の
質
改
善
を
考
え
て
い
こ
う
と
す
る
も

の
で
、
昭
和
四
十
八
年
を
初
年
度
と
し
て
、
置
県
一

O
O
年
を
め
ざ
し
長
期
的
に
展
開
す
る
も
の
で
す
。

い
ま
ま
で
、
産
業
優
先
、
公
害
、
が
多
発
し
て
い
る
県
と
い
う
暗
い
イ
メ
ー
ジ
が
、
県
の
内
外
に
広
、
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

イ
メ
ー
ジ
を
拭
い
払
っ
て
富
山
県
の
ち
つ
、
す
ャ
れ
た
自
然
を
大
切
に
し
、
こ
れ
を
維
持
し
、
自
然
を
ひ
ろ
げ
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
比
較
的
な
お
、
ざ
り
に
さ
れ
て
い
た
、
芸
術
文
化
活
動
を
ひ
ろ
め
て
い
く
こ
と
な
ど
、
こ
の
一

0
年
間
に
、
富
山

県
の
イ
メ
ー
ジ
を
明
る
く
、
新
鮮
な

6
の
に
変
え
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
こ
と
は
優
れ
た
県
民
性
に
溶
け
込
ん
で
い
き
、

定
着
し
て
、
新
し
い
富
山
県
、
が
生
ま
れ
て
く
る
も
の
と
期
待
、
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

五月九日を中心に

圃記念式典一一置県九O周年

を記念する式典九O歳以上

の老人を式典に招待する 。

「郷土のあゆみ」を編さんし、

配付する 。

・記念文化講演会一一県出身

の著名文化人の記念講演会

を開催する 。

圃国際富山県人会一一海外で

活躍している本県出身者を

招待2する。

ブラ ジルと姉妹州提携

-郷土文化展一一

郷土作家秀作展

郷土文学展

-記念芸術祭一一歌舞伎、新

劇、交響曲、オペラ、バレ

ーなどの公演を県内各地で

行 ないます。

F
h
u
 

年間



ン
事旨

1.あなたは l日に牛乳を何本
欽んでいますか。(1怯c.2OOcc)

4本以上 (0.7%)

2. あなたはどのようにして
牛乳を買っていますか

集団飲用1.9%

4本以上(0.9%)

(飲用本数別)

/ 

ら

ハ

ド

の
食
糧
の
中
で
、
牛
乳
ほ
ど
、
多
く
の
栄
養
素
を
含
み
、

し
か
も
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

欧
米
で
は
、
牛
乳
が
食
生
活
の
中
に
完
全
に
と
け
こ
み
、
日
本
人

が
ち
ょ
う
ど
米
を
食
べ
る
よ
う
に
牛
乳
を
食
事
の
中
に
大
量
に
使

用
し
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
も
健
康
増
進
と
牛
乳
飲
用
の
習
慣
づ
け
の
た
め
、

学

校
給
食
に
牛
乳
が
と
り
入
れ
ら
れ
、
急
速
に
多
く
の
人
に
飲
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
四
十
六
年
の
県
民

一
人
当
り
年
間
消
費
量

は
二
三

・
七

υで
、
こ
れ
は

一
八

O
∞
入
り
の
び
ん
に
し
て
毎
日

三

・
六
人
に

一
本
の
割
で
飲
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

戦
前
の
最
高
、
昭
和
十
六
年
の
二

O
人
に

一
本
の
割
で
し
か
飲

ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
比
較
す
る
と

、
ま
さ
に
隔
世
の
感
が

あ
り
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
、
今
後
毎
日

一
人

一
本
の
飲
用
ま
で

に
な
る
よ
う
ま
だ
ま
だ
消
費
量
を
伸
ば
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

牛
乳
の
販
売
方
法
と
し
て
は
、
家
庭
配
達
が
五
六
切れ
を
占
め
て

い
ま
す
。
欧
米
に
多
い
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
食
料
品
庖
な
ど

庖
頭
販
売
は
、
三
五
いかれ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
食
料
品
屈
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
紙
容
器
入
り
の
牛
乳
は
、

そ
の
流
通
型
態
か
ら
必
然
的
に
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
、
容
器
は

使
い
捨
て
で
回
収
し
な
い
の
で
ワ
ン
ウ
ェ
イ
容
器
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

ワ
ン
ウ

ェ
イ
容
器
は
、
ぴ
ん
と
違
い
、
返
却
の
必
要
が
な
い
の

で
配
達
員
の
手
数
が
省
け
、
流
通
経
費
を
節
減
で
き
る
の
で
、
国

も
ワ
ン
ウ

ェ
イ
容
器
の
普
及
と
こ
れ
に
関
連
す
る
大
型
容
器
の
使

用
、
さ
ら
に
は
隔
日
配
達
や
集
団
飲
用
に
よ
っ
て
流
通
の
合
理
化

を
促
進
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

県
で
は
、
牛
乳
消
費
者
の
飲
用
量
や
購
入
方
法
、
紙
容
器
や
隔

日
配
達
に
対
す
る
意
向
を
聞
く
た
め
、
四
十
七
年
十
月
二
十
五
、

六
の
両
日
、
県
農
業
祭
会
場
で
ワ
ン
ウ

ェ
イ
容
器

(
テ
ト
ラ
パ
ッ

ク
)
入
り
の
牛
乳
を
試
飲
し
て
項
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
回
答
の
あ
っ
た

一
、
三
五
四
人
の
回
答
の
内
容
は
次
の
よ

う
で
し
た
。
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3 テトラパ γク(紙容器)牛乳が
あることを知っていましたか。

4. テトラパ γク牛乳についてど
う思いますか (0印1.2つをつけで Fさい)

。
長
期
計
画
と
は

一
般
に
将
来
の
生
活
に
そ
な
え
て
、
住
宅
の
新
改

築
や
子
供
の
教
育
準
備
、
家
具
什
器
の
購
入
の
時
期

や
金
額
を
見
積
っ
て
準
備
し
た
り
、
老
後
の
安
定
の

た
め
や
、
不
時
の
事
故
や
災
害
の
た
め
に
貯
え
た
り

す
る
こ
と
を
く
ら
し
の
長
期
計
画
と
い
い
ま
す
。

。
長
期
計
画
の
必
要
性

将
来
家
庭
で
お
こ
り
そ
う
な
状
況
を
あ
ら
か
じ
め

考
え
て
、
そ
の
準
備
体
制
を
と
と
の
え
る
こ
と
で
す

か
ら
、
こ
の
準
備
を
し
っ
か
り
し
て
お
け
ば
、
現
在

も
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
長

期
計
画
に
組
み
入
れ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

金
額
が
大
き
い
の
で
積
立
て
を
し
て
い
な
い
と
十
分

に
準
備
で
き
な
か
っ
た
り
、
日
常
の
生
活
に
極
端
に

し
わ
ょ
せ
が
き
た
り
し
て
家
族
の
健
康
が
守
ら
れ
な

い
な
ど
苦
し
い
こ
と
に
な
り
が
ち
で
す
。

。
長
期
計
画
の
種
類
と
大
体
の
必
要
額

川
住
宅
の
新
改
築

建
坪
認
坪
(
一
五

0
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル
)
五
人

家
族
に
必
要
な
広
さ
、
坪
(
一
一
了
三
平
方
メ
ー
ト
ル
)

当
り
単
価
一
五
万
円
、
耐
用
年
数
五

O
年
と
い
う
条

件
で
現
在
の
家
を
更
新
し
て
い
き
た
い
場
合
は
、

一

5.牛乳の隔日配達についてどう
思いますか。

い灯
、
集
団
飲
用

一
・
九
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
小
売

庖
や
ス
ー
パ
ー
へ
「
買
い
に
出
向
く
」
人
が
合
わ
せ
て

一
六

・
七

が
あ
り
、
今
後
、
ワ
ン
ウ
ェ
イ
容
器
の
普
及
に
従
っ
て
こ
の
よ
う

な
人
が
ふ
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

一
方
、
牛
乳
の
需
要
は
天
候
な
ど
に
よ
っ
て
、
か
な
り
左
右
さ

れ
や
す
く
、
ま
た
、
他
の
飲
物
と
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
考
え
る
と
、
家
庭
配
達
は
ま
だ
ま
だ
続
く
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。

8 

牛
乳
を
毎
日
飲
ん
で
い
る
人
は
八
五
・
一

げ
で
前
回
四
十
六
年

十
一
月
の
調
査
よ
り
五
軒
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す

が
、
牛
乳
を
飲
ん
で
い
る
人
の
内
訳
は

一
日
に
一
本
の
飲
用
が
七

七
・
八
げ
で
も
っ
と
も
多
く
次
い
で
、
二
本
、
三
本
、
四
本
以
上

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
前
回
と
比
較
す
る
と
一
日
に
一

本
飲
用
の
人
が
一
・
七
が
減
少
し
、
二
本
、
三
本
、
四
本
以
上
の

人
が
そ
れ
ぞ
れ
、
一
折
、

0
・
四
一灯
、

0
・
三
が
増
加
し
、
い
ま

ま
で

一
本
飲
ん
で
い
た
人
が
二
本
に
、
三
本
飲
ん
で
い
た
人
が
四

本
へ
と
わ
ず
か
な
が
ら
飲
用
量
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
最
近
の
農
林
省
統
計
(
牛
乳
乳
製
品
に
関
す
る
統
計
)

が
示
す
よ
う
に
、
五

O
O
∞
や
一
、

0
0
0
∞
な
ど
の
大
型
容
器

で
飲
用
す
る
人
が
ふ
え
て
い
る
こ
と
も
一
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

反
面
、
飲
ま
な
い
人
が
ふ
え
た
の
は
最
近
の
他
の
飲
料
と
の
競
合

や
、
牛
乳
が
ま
だ
晴
好
食
品
と
し
て
飲
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

国
大
半
は

一
人
毎
日
、

本

直
購
入
は
、

家
庭
配
達
が
過
半
数

直
好
評
の
紙
容
器
牛
乳

「
紙
容
器
牛
乳
を
知
っ
て
い
る
」
人
は
全
体
の
八
九
・

一
行
で、

「軽
く
て
扱
い
や
す
い
」
三
八
・
二
折
、
「
回
収
の
労
力
が
省
け
る
」

二
三
・
四
が
、
「
清
潔
感
が
あ
る
」
二
二

・
七
行
、
「
中
味
が
見

え
な
い
の
で
不
安
」

一
六
・
九
折
、
「
飲
み
に
く
い
」
七
・
八
が

と
紙
器
を
良
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
七
五
・
三
が
あ
り
、
今
後
、

受
入
れ
る
側
に
限
っ
て
は
ワ
ン
ウ
ェ
イ
化
は
か
な
り
無
理
な
く
行

な
わ
れ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

圃
牛
乳
は
「
毎
日
届
け
て
」
が
過
半
数

「
牛
乳
は
新
し
さ
が
大
事
だ
か
ら
毎
日
届
け
て
ほ
し
い
」
七
二
・

一一一がわ
、
「
家
庭
に
冷
蔵
庫
が
普
及
し
て
い
る
か
ら
差
し
っ
か
え
な

い」

一
九
・
二
州引

、
「
ど
ち
ら
で
も
よ
い
」
八
・
五
行
と
、
毎
日

届
け
て
ほ
し
い
と
す
る
人
が
圧
倒
的
に
多
く
、
安
く
飲
む
た
め
の

一
方
法
で
あ
る
『
隔
日
配
達
』
に
は
残
念
な
が
ら
ま
だ
相
当
の
抵

抗
感
が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

冷
蔵
庫
が
普
及
し
て
い
る
今
日
、
配
達
さ
れ
た
牛
乳
を
直
ち
に

保
存
す
れ
ば
、
五
日
間
程
度
は
そ
の
品
質
を
保
て
る
と
さ
れ
て
お

り
、
牛
乳
の
新
鮮
さ
は
、
単
に
日
数
で
な
く
、
む
し
ろ
保
存
の
方

法
に
よ
る
こ
と
は
一
般
に
知
ら
れ
て
い
な
い
せ
い
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

購
入
型
態
で
一
番
多
い
の
が
家
庭
配
達
で
六

0
・
七
折
、
次
い

で
職
場
二

0
・
七
い
行
、
小
売
庖
二
了
八
計
、
ス
ー
パ
ー
三
・
九

(年間)

大学(昼間部)

自宅 学寮 下宿

国立 2cf~2? 3cf~3? 3~~L _ 
公立 2f~2l 3f~3l 3cf~4g 

私立 3~~4? 5tf~6Q1 51~6? 
短大(昼間部)

自宅 学寮 下宿

国立 2cf~2? 3~~4! 
公立 2cf~2~ 2cf~3! 3?-一~4?
私立 31~4J 4l~5? 3~~4? 

昭和48年の大学の教育費用

く
ら
し
の
長
期
計
画

年
間
に
お
冶
よ
そ
九
万
円
l
一
O
万
円
の
積
立
金
が

必
要
で
す
。

山
子
供
の
教
育
準
備
資
金

大
学
の
教
育
費
用
の
標
準
値
は
次
の
い
い
火
の
通
り
で

す。
教
育
費
の
上
昇
率
は
、
年
率
八
計
1
九
計
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
又
こ
の
他
に
入
学
金
と
し
て
、
入
学

す
る
大
学
や
学
部
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
三

O
万
円

な
い
し

一
O
O万
円
は
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

間
老
後
の
準
備
資
金

老
後
に
生
活
す
る
必
要
額
は
夫
婦
二
人
で
月
に
四

万
円
l
五
万
円
位
欲
し
い
と
い
う
の
が
圧
倒
的
で
す
。

こ
の
中
に
は
月
五
、

oool七、
0
0
0円
の
住

宅
費
が
入
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
住
宅
を
持
っ
て
い
る

夫
婦
で
は
月
四
万
円
前
後
が
必
要
で
し
ょ
う
。
(
貯

蓄
増
強
中
央
委
員
会
、
人
事
院
の
試
算
に
よ
る
)
。

こ
の
計
算
で
は
、
年
額
お

h

よ
そ
五

O
万
円
が
必
要

と
な
り
、
老
後
を
初
年
間
と
推
定
し
て
約
一
千
万
円

に
な
り
ま
す
。
農
家
の
よ
う
に
老
後
も
自
分
の
力
に

合
っ
た
仕
事
を
持
ち
収
入
の
あ
る
人
で
も
四

O
O万

円
J
五
O
O万
円
位
を
目
標
に
も
ち
た
い
も
の
で
す
。

凶
耐
久
消
費
財
の
買
替
え

現
在
使
っ
て
い
る
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
や
冷
凍
冷
蔵
庫
、

自
動
車
、
畳
の
い
い
氏
替
え
、
電
子
レ
ン
ヂ
な
ど
が
使
え

な
く
な
っ
た
場
合
買
替
え
ま
す
。
金
額
も
そ
れ
ぞ
れ

の
耐
周
年
数
で
計
算
す
る
と
一
つ
の
品
物
に
つ
い
て

資料昭和43年度学生生活調査報告(文部省)により

試算加工したもの

富山家の長期計画の 1例
年号(昭和) 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 

家 l険帯主富蔵 65 r 66 JJ 
十 l' 69 十 70 十 71 十 72 73 十

l' l' 76 十 77 十 78 十 79 J' 80 JJ 67 68 74 75 
方芙 よし 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 

2!長男立夫 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 

ま;嫁山子 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 

え l 孫太部 12 13 14 15 16 17 18 19 20 ‘21 22 23 24 25 26 27 
と

メ年寸53、 1 。 花 子
9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 

;人 月IJ

B郎+太高交11'γ.♂入. 花生大f直'人f一 E職就』Lli 花総就子
F踊Z寿ZEE 祝のい E結婚止:~

ぜ団花f 自唱
f犬JZIド夫ω Bf 転r 

暮: 507i 10万 50万 50Jj lOOJj 

プ ク H人~ 
テカラlrfえピ宇t 台庫厳I骨Yfえ干

日目掴:

ま築 表畳がえ
ふおな

し j 士土
[1 

同 J ラ 動 入

作んとり51しi '" の 1

f、〈
lOJj 1レ3Jj 8Jj 607j :1507i 5万L、

;その年の必要額 10 10 100 13 58 60 350 15 55 50 100 

計金資引 出

画:繰借入

t り処分

準;喜金 太郎
10 10 10 20 20 20 20 20 20 20 20 

! 花子 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 以(住後宅i豆沼令)→

;住宅改築資金 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 10 30 30 30 30130 

備 i季祭器僅 10 10 10 10 10 1退50斡金0 

;旅行資金 5 5 5 5180 
"まRそr単jのLの勝他人 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 30 30 30 30 30 

計 ; 言十 50 50 50 50 60 60 60 60 60 60 60 75 75 75 75 630 

8
1
9
万
円
は
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
の
他
に
不
意
の
事
故
や
災
害
な
ど
の
準
備
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
山
な
ど
た
の
し
み
の
た
め

に
も
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

て
考
え
、
ほ
ぽ
日
対
前
・
別
対
別

・
お
対
万
位
に
お

さ
え
ま
す
。
こ
の
配
分
別
合
の
試
算
の
し
か
た
は
県

内
各
農
業
改
良
普
及
所
の
生
活
改
良
普
及
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。
又
、
資
金
の
た
く
わ
え
方
は
い
ろ
い

ろ
で
す
が
、
耐
久
消
費
財
や
不
な
の
事
故
の
た
め
の

準
備
資
金
は
、
換
金
し
や
す
い
形
に
し
て
お
く
の
が

便
利
で
し
ょ
う
。

。
長
期
計
画
資
金
の
つ
く
り
方

年
間
の
所
得
を
把
握
し
て
そ
の
う
ち
の
約
一

O
計

l

一
五
計
を
租
税
公
課
負
担
に
ま
わ
し
残
り
の
八

五
計

!
九

ohれを
日
比
期
計
画
資
金
と
日
常
家
計
費
と

に
配
分
し
ま
す
。
こ
の
配
分
は
そ
の
家
族
の
構
成
に

も
よ
り
ま
す
が
日
常
家
計
費
の
予
算
配
分
と
あ
わ
せ

9 



道
路
カ

富
山
新
港
の
港
口
を
、

が
活
躍
し
て
い
る
。

射
水
丸
、
海
竜
丸
、
越
の
潟
丸
の
三
隻
が
、
一
日
一
、
五

O
O人
か
ら
二
、

0
0
0人
の

乗
客
と
、
バ
イ
ク
、
自
転
車
を
運
ぶ
。
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
と
も
な
れ
ば
、
九
六
ト
ン
、

一二

O

人
乗
り
の
海
竜
丸
、
越
の
潟
丸
の
往
復
輸
送
で
勤
労
者
や
学
生
た
ち
を
送
る
。

人
ど
お
り
の
途
、
ぎ
れ
た
ひ
る
さ
が
り
、
買
い
物
に
出
か
け
る
子
供
連
れ
の
母
子
が
乗
っ
て

/
¥
ヲ
心

。
ホ
ッ
と
一
息
つ
け
る
時
間
。

深
夜
に
も
冷
た
い
夜
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
乗
っ
て
く
る
人
達
、
が
い
る
。

は
二
四
時
間
休
み
な
し
に
動
い
て
い
る
。

-
〉
に
え
口
、

じ
ア
可
口
止
J

い
ま
、
古
い
道
に
か
わ
っ
て
新
し
い
フ
ェ
リ
ー
ボ
ー
ト
(
渡
し
船
)

;寄山
』
ロ
田

フ
コ二

ボ

~γ 



eee 
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ご質問に答えて
しての交通事故被害者と

補償について

間 私の弟が車に追突されました。被害者として補償を交渉する場合

の要点をおきかせください。

句"

4凪

• -• • 
• 
• 
• 

』T

11、、

つム

、、

a'

と
考
え
て
い
た
。
だ
が
、
今
は
違
う
。
県
の
中
堅
リ

ー
ダ
ー
研
修
を
受
け
て
か
ら
、
活
動
が
困
難
な
ら
ば

困
難
な
時
に
こ
そ
、
活
動
の
中
味
を
充
実
さ
せ
、
い
け

年
凶
の
存

ιを
地
域
社
会
に
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と

感
じ
た
。
活
動
・
運
動
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
組
織
が
強

化
さ
れ
、
お
の
ず
と
凶
員
も
附
加
し
て
い
く
こ
と
は

確
か
だ
。‘

占
年
団
活
動
を
行
な
う
に
は
、
地
域
を
よ
く
知
り

、
国
江
淡
路
汗
年
の
本
で
体
得
し
た
よ
う
な
規
律
性

を
身
に
つ
け
、
そ
し
て
、
自
己
中
心
的
な
物
の
俳
句
え

万
を
捨
て
て
、
他
人
の
こ
と
か
ら
社
会
の
こ
と
ま
で

身
え
ら
れ
る
よ
う
な
寛
容
の
精
神
を
身
に
つ
け
、
心

豊
か
で
信
頼
さ
れ
る
い
H
年
と
し
て
、
は
じ
め
は
、
少

数
の
仲
間
と
共
に
次
第
に
仲
間
の
輪
を
大
き
く
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

地
域
社
会
の
た
め
、
占
年
団
の
た
め
、
そ
し
て
、

自
分
自
身
の
た
め
に
も
、
今
後
、
大
い
に
地
域
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

CD損害賠償義務者(加害者側)の範囲と資産状況を調べ、そのうち

支払能力ある者を選び相手方として交渉する。

②加害者が代理人をつけた場合、その代理権の有無、範囲を確かめ ¥

当方も専門家をつける 。 もしそれが示談屋ならば話し合いを拒否¥ノ

る。

@ヌ加害者側の甘言、泣き落としに乗らずおどしには慎重な態度で交

渉を進め、感情的にならないようにする 。

④事故のため出資した経費は、細大もらさず記帳し、領収証は必ず

保存しておくこと 。

@損害の程度が明らかになるか、みとおしがつくまで、 lTi終的な示

談はしなしミ。 いったん示談書をとりかわすと、その後出費や損害が

でできても、やり直しは不可能となる 。

⑥示談は、できるかぎり示談金金額の受領と同時に行なうこと。示

談金のー音15をうけとり残金を後日払いとする場合、支払ってくれな

い時にそなえ、ただちに強制執行の手続がとれるよう示談帯は公正

証書か内容を和解調書にしておくこと 。

⑦当庄の出費に困るときは、すぐ強制保険の仮渡金、内払い金の請

求をすること 。強制保険は被害者が請求するものと考えた方がよい。

逼;湘手が不当に賠償額を値切ったり、誠意をみせなかったりして見

込みのない場合、裁判にもちだす。裁判賛同をたてかえる訴訟救助

の制度もあります。 I ~ 

以上が示談交渉の要点です。 シロウトの知恵や本などから得た知ー

識には限界があるので、公的相談機関を積極的に活用し、妥当な賠

償額などを教えてもらい、相手が責任回避に出てくれば、そのつど

専門家の意見を仰ぐとよいでしょう 。

公的相談機関には、次のものがあります0

.県の交通事故相談所

市町村の交通事故相談活動のセンターとして、市町村で処理が困

難な相談や複雑なケースについて、専門的に処理することを目的に

つくられました。専門の相談員と顧問弁護士が配置されています。

(県庁の中にあります。)

.市町村役場の交通事故相談窓口

現在、県下で富山、高岡、砺波の各市役所に設けてあります。

• -• 
• 
• 
• 
• 

筈 補償のため加害者と示談するときのポイントとして

• -
• 
• 
• 
• 
• 富

山

市

四

方

麦

野

京

子

私
た
ち
の
住
む
社
会
は
、
人
間
の
無
限
の
知
恵
に

よ
り
進
歩
し
て
き
た
し
、
こ
れ
か
ら
も
進
歩
す
る
で

あ
ろ
う
。
こ
の
進
歩
の
陰
に
は
、
幾
多
の
併
害
も
生

じ
て
い
る
の
は
事
実
だ
。
人
間
と
し
て
今
後
の
人
類

の
繁
栄
を
願
う
以
上
、
私
た
ち
は
社
会
の

一
員
と
し

て
、
数
多
く
の
問
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
大
き
な
責
務
を
持
っ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
い
か
に
し
て
多
く
の
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
け
ば
良
い
か
。

ひ
と
り
ひ
と
り
の
人
間
が
真
剣
に
寄
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
当
然
だ
が
、
そ
の
力
は
微
々
た
る
も

の
で
あ
る
。
微
々
た
る
力
を
結
集
し
て
仲
間
と
共
に

活
動
し
た
と
き
こ
そ
、
大
き
な
力
と
な
っ
て
社
会
を

良
き
方
向
へ
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
そ
こ

に
、
占
年
を
代
点
す
る
青
年
団
に
対
し
て
社
会
の
要

請
が
、
大
き
な
住
置
を
占
め
て
く
る
の
だ
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
今
ま
で
、
私
の
校
下
の
青
年
団
は
、

団
員
が
少
な
い
の
で
、
思
う
よ
う
に
活
動
が
で
き
ず

、
団
員
集
め
こ
そ
が
組
織
強
化
の

L

優
先
策
だ

司息

.その他自家用自動車協会各地区の交通安全協会

自動車保険料率算定会富山査定事務所で行なっています。 また法

律的にむずかしい問題は、弁護士会の交通事故処理委員会(富山地

方裁判所構内)へ相談してください。

q
u
 



一斉公開建築パ トロールの実施状況

1 日~~ 10月13日(金)10時から15時まで

2 対象区域及ひ編成班数

別表 1

特定行政庁 it 象 区 域 編車任成教 j}J負

高 間 市 建築活動~I盗塁討が或(南部方面) 2班 8 

新湊 市 今 (市の中，心) l 班 5 

滑 川 市 おおむね全域 2班 8 

婦中 町 今 ]!狂 4 

市 111市 おおむね令t或 6班 24 

重点事項

共同住宅、分譲住宅の新興住宅地の
工事現場の点検

3 

一斉公開建築パトロールの実施結果

現建のn局築り鮒等L事干 劉迎類1守嫡種敏
事項別 i阜 bi.建築物件数 信 認 是正措置件歓

無建確認藁 道係路違間反 違撞ベい反宰違高さま峨反 違111 途反 その他 Jt 長示相E
停J:*け後施止{Ir'却慨止その他 it 

ま掲示

M，I品hli 91 30 19 4 3 。2 2 30 51 . 。。。。
JIi;轟di 41 17 17 。。。。。17 3 。。。。
滑1II，Ii 64 20 13 2 l 。3 20 23 1 10 。l 

跡同I 40 27 24 l l l 。。27 5 2 。。2 

lii山市 370 41 30 4 7 。。。41 70 4 。。4 

合計 606 135 103 11 12 2 2 5 135 152 7 。。7 

別表2

こ
れ
ま
で
良
好
な
環
境
を
形
成
し
建
物
の
質
の
向
上
に
つ
と
め
る
た
め
に

「

違
反
建
築
防
止
週
間
」
を
設
け
、
住
み
よ
い
街
ぃ
つ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
防
止
週
間
の
行
事
と
し
て
昨
年
十
月
十
三
日
、
〈
王
国
規
模
で
一
斉
公
開
建

築
パ
ト
ロ
ー
ル
が
、
初
の
試
み
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て

富
山
県
で
も
、
別
表
山
に
一不
す
と
お
り
、
四
市
一

町
に
お
い
て
、
各
市
町
、
消

防
署
の
協
力
の
も
と
に
、
一
斉
公
開
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

民
間
ア
パ
ー
ト
、
新
興
住
宅
街
を
中
心
に
、
建
築
確
認
の
有
無
、
建
ぺ
い
率

の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
、
査
察
を
実
施
し
た
そ
の
結
果
が
、
別
表
也
に
一
ホ
さ
れ

て
い
ま
す
。
点
検
戸
数
六

O
六
戸
の
う
ち
一
三
五
件
の
違
反
事
項
が
摘
発
さ
れ

て
い
ま
す
。
換
言
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
五
戸
に
二
戸
の
割
合
で
違
反
建
築
物
が
建
築

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
比
率
で
い
け
ば
、
県
下
全
体
で
、
年
間
ほ
ぼ

一
、
九

O
O
戸
と
い
う
多
数
の
違
反
建
築
物
が
建
築
さ
れ
る
勘
定
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、

富
山
県
で
は
、
建
築
関
係
者
の
指
導
お
よ
び
一
般
県
民
に
対
す

る
啓
蒙
活
動
な
ど
に
よ
り
、
違
反
建
築
物
の
予
防
に
努
め
て
き
た
の
で
す
が

先
の
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
、
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
数
の
違
反
建
築
物

が
建
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
今
後
、

f
E
L

対
策
の
推
進
の
必
要
性
が
生
じ
て
い
ま
す
o

よ
り

一
層
強
力
な
違
反
建
築
物

鴨.，.

.J> 

司~.

〉
定
期
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル

。

新
た
な
違
反
建
築
物
対
策
の
柱
と
し
て
具
体
化
し
た
の
が

「定
期
建
築
パ
ト

ロ
ー

ル
」
で
す
。
こ
れ
は
、
す
で
に
昨
年
末
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す

が、

毎
月
十
三
日
を

「定
期
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
」
実
施
の
日
と
し
、
一
斉
パ
ト

ロ
ー
ル
と
同
様
の
方
法
で
、
広
範
囲
に
査
察
を
行
な
い
、
違
反
建
築
物
に
対
す

る
摘
発
活
動
の
充
実
を
図
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
摘
発
さ
れ
た
違
反
建
築
物

に
対
し
て
は
、
工
事
中
止
、
使
用
禁
止
、
電
気
供
給
保
留
な
ど
の
指
示
を
す
る

ほ
か
、
建
築
業
者
、
建
築
士
等
に
対
し
て
も
、
そ
の
資
格
の
停
止
と
い
っ
た
き

び
し
い
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
よ
り
違
反
建
築
物
の
撲
滅
を
は
か
つ
て
い
く
方

針
で
す
。

先
の
一
斉
公
開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
を
見
る
に
、
違
反
事
項
と
し
て
と

く
に
目
立
つ
の
は
、
い
わ
ゆ
る
無
確
認
建
築
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
無
確
認

建
築
物
が
、
い
ろ
い
ろ
の
害
に
直
結
す
る
他
の
違
反
事
項
を
併
有
し
て
い
る
ケ

ー
ス
が
多
い
こ
と
で
す
。

確
認
と
は

建
築
基
準
法
に
よ
り
、
建
築
物
を
建
築
す
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
建

築
主
事
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
確
認
と
は
、
計
画
し
て
い
る

建
物
が
防
災
や
環
境
整
備
な
ど
の
立
場
か
ら
良
好
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
、

そ
の
道
の
専
門
家
で
あ
る
建
築
主
事
に
確
か
め
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ

と
に
よ
っ
て
直
接
あ
る
い
は
間
接
に
自
己
の
利
益
に
結
び
つ
く
も
の
で
、
ぜ
ひ

と
も
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

な
お
、
確
認
を
受
け
た
適
法
な
新
築
住
宅
に
は
、
減
税
措
置
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
昭
和
四
十
七
年
一
月
一
日
以
降
に
着
工
さ
れ
、
適
法
な
延
べ
面
積

一
二

0
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
、
自
分
が
居
住
す
る
住
宅
を
新
築
し
た
人
、
お
よ
び

新
築
住
宅
を
購
入
し
た
人
に
は
、
毎
年
二
万
円
づ
っ
三
年
間
計
六
万
円
の
税
金

(所
得
税
)
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。



ハh
u

最
近
、
宅
地
や
建
物
の
亮
冒
(
が
多
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
悪
徳
業
者
や
無
免
許
業
者
が
横
行

し
て
、
貴
重
な
財
産
を
と
ら
れ
た
り
、
不
当
に
高
い

代
金
を
払
わ
さ
れ
た
り
、
ま
た
家
を
建
て
る
こ
と
の

で
き
な
い
土
地
を
買
わ
さ
れ
た
り
す
る
例
が
あ
り
ま

す
。
国
や
県
の
指
導
機
関
や
取
締
り
の
機
関
は
、
こ

の
よ
う
な
事
件
、
が
発
生
し
な
い
よ
う
努
め
て
い
ま
す

が
、
当
事
者
で
あ
る
皆
さ
ん
の
協
力
が
な
い
と
、
悪

徳
業
者
な
ど
を
な
く
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

昭
和
四
十
六
年
、
取
引
き
業
者
に
対
す
る
規
制
が

厳
し
く
な
っ
た
ほ
か
、
消
費
者
保
護
の
面
も
大
幅
に

改
正
さ
れ
た

「宅
地
建
物
取
引
業
法
」
の
内
容
を
知

っ
て
、
士
冗
買
に
の
ぞ
ん
で
く
だ
さ
い
。

( 

、，

¥ 
ノ置

取
引
き
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
現
地
を
確
認

し
、
重
要
な
事
項
の
説
明
を
受
け
る
と
き
は
、

書
面
(
物
件
説
明
書
)
の
交
付
を
受
け
て
、

後
目
、
紛
争
の
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

宅
地
や
建
物
の
売
り
出
し
は
、
実
際
よ
り
誇
大
に

広
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
現
地
へ
行
っ

て
確
か
め
、
各
種
の
法
令
に
よ
る
制
限
、
条
件
や
権

利
関
係

(登
記
)
な
ど
の
重
要
な
事
項
を
書
面
に
よ

っ
て
説
明
を
受
け
ま
す
。
ま
た
説
明
を
受
け
た
重
要

事
項
は
、
業
者
の
代
表
者
と
そ
の
事
項
を
説
明
し
た

取
引
主
任
者
の
、
署
名
捺
印
の
あ
る
も
の
を
受
け
取

っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

図
面
は
、
で
き
る
だ
け
測
量
士
や
設
計
士
が
作
成

し
た
も
の
で
、
境
界
線
や
構
造
な
ど
が
明
確
に
わ
か

る
も
の
を
受
け
取
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

内
閣
取
引
き
の
説
明
は
、
免
許
業
者
の
発
行
す

る
証
明
書
を
携
帯
す
る
取
引
主
任
者
か
ら

取
引
き
の
説
明
は
、
取
引
主
任
者
と
し
て
資
格
登

録
し
て
い
る
者
で
、
免
許
業
者
自
身
か
免
許
業
者
の

従
業
員
で
あ
る
こ
と
の
、
証
明
書
を
持
っ
て
い
る
取

引
主
任
者
で
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。

な
か
に
は
、
業
者
と
し
て
の
免
許
も
な
く
、
他
の

業
者
の
名
儀
を
借
り
て
い
た
り
、
資
格
登
録
し
た
取

引
主
任
者
の
名
儀
を
利
用
す
る
無
免
許
、
無
資
格
業

者
が
い
ま
す
か
ら
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

画
免
許
業
者
が
売
主
と
な
る
と
き
の
制
限

宅
地
や
建
物
を

売
買
す
る
と
き

国
宅
地
建
物
取
引
業
者
免
許
を
も
ち
、
信
用

度
の
高
い
業
者
を
選
ぶ

免
許
業
者
は
、
事
務
所
に
建
設
大
臣
ま
た
は
富
山

県
知
事
が
交
付
し
た
免
許
証
を
掲
示
し
て
お
り
、
県

に
登
録
し
た
専
任

(常
勤
)の
取
引
主
任
者
が
必
ず
い

る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
取
引
き
の
報
酬

限
度
額
の
表
示
も
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

信
用
度
に
つ
い
て
は
な
か
な
か
判
断
で
き
ま
せ
ん

が
、
過
去
に
取
引
き
し
た
前
歴
を
知
る
よ
う
努
力
し

知
人
の
取
引
き
に
関
係
し
た
業
者
を
知
る
こ
と
も

選
択
の
方
法
で
す
。

。付損害
賠
償
額
の
予
定
等
の
制
限

損
害
賠
償
額
の
予
定
、
違
約
金
を
契
約
事
項
の
中

に
盛
り
込
ん
で
あ
る
と
き
は
、
損
害
賠
償
額
と
違
約

金
の
合
計
額
が
物
件
代
金
の
一

O
八
万
の
二
以
内
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

同
手
付
金
の
額
の
制
限
と
貸
与
の
禁
止

手
付
金
の
額
も
支
払
代
金
の
一

O
ハ
刀
の
二
以
内
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

士
冗
主
で
あ
る
業
者
の
側
か
ら
解
約
す
る
と
き
、
士冗

主
は
、
手
付
金
の
倍
額
、
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
士
冗
主
は
、
買
主
に

手
付
金
を
、
貸
し
て
は

い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

キ

小

斗

9
0

伺
暇
庇
担
保
責
任

責
任
の
期
間
を
引
渡
し
か
ら
二
年
間
と
-し
、
責
任

の
内
容
に
つ
い
て
も
、
富
(主
の
不
利
な
特
約
を
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

同
前
金
の
保
全

代
金
の
一

O
O
八
万
の
五
以
上
の
前
金
は
、
銀
行
、

保
証
協
会
、
保
証
保
険
会
社
な
ど
の
保
証
契
約
が
な

け
れ
ば
、
支
払
わ
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い

宇

品

斗

q
。

そ
の
他
、
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

こ
ろ
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

-
富
山
県
土
木
部
建
築
住
宅
課
富
山
市
新
総
曲
輪

一ノセ

T
E
L
(富
山
)
引
1
4
1
1
1内
線

5
4
9

・
富
山
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
富
山
市
白
銀
町

王
ノ
一

T
E
L
富
山

M
l
0
7
5
4

ヴ

i
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四
月
、
長
か
っ
た
越
中
の
冬
も
よ
う
や
く
さ
り
、

縁
側
い
っ
ぱ
い
に
春
の
陽
光
が
暖
か
く
、
桜
の
ツ
ボ

ミ
が
ふ
く
ら
む
こ
ろ
、
孫
た
ち
に
と
り
か
こ
ま
れ
な

が
ら
お
年
寄
り
が
、
よ
く
こ
ん
な
話
を
し
て
く
れ
た
。

さ
ん
の
こ
と
だ
ナ
、
子
守
さ
ん
を
ベ
イ
サ
と
い
っ
た

ん
だ
ね
。

そ
の
日
は
朝
か
ら
花
曇
り
で
、
眠
た
く
な
る
く
ら

い
ウ
ラ
ラ
、
ウ
ラ
ラ
と
し
た
目
だ

っ
た
。

ひ
と
り
の
ベ
イ
サ
が
、
主
人
の
家
の
赤
ん
坊
を
つ

れ
て
、
こ
の
丘
に
き
て
た
ん
だ
よ
。
と
こ
ろ
が
、
こ

の
平
和
な
美
し
い
丘
に
突
然
、

一
匹
の
オ
オ
カ
ミ
が

し
の
び
よ

っ
て
、
い
き
な
り
ベ
イ
サ
が
遊
ば
せ
て
い

た
主
人
の
赤
ん
坊
に
と
び
か
か

っ
た
ん
だ
。
あ
た
り

に
い
た
子
供
た
ち
は
、
キ
ャ

ッ
ー
と
い

っ
て
ち
り
ぢ

り
に
逃
げ
た
ん
だ
が
、
ベ
イ
サ
は

一
体
ど
う
し
た
と

思
う
か
ね
。

ベ
イ
サ
は
な
、
と

っ
さ
に
自
分
の
か
ら
だ
を
赤
ん

坊
に
か
ぶ
せ
て
、
赤
ん
坊
を
ま
も

っ
た
ん
じ
ゃ
。
オ

オ
カ
ミ
は
、
今
度
は
ベ
イ
サ
の
肩
や
背
中
に
か
み
つ

き
、
ベ
イ
サ
の
足
の
肉
を
食
い
ち
、
ぎ
っ
た
。
そ
れ
で

も
ベ
イ
サ
は
、
じ

っ
と
動
か
ず
に
赤
ん
坊
を
ま
も

っ

た
ん
じ
ゃ
。

逃
げ
て
き
た
子
供
た
ち
か
ら
オ
オ
カ
ミ
の
こ
と
を

〈
わ

か

ま

知
っ
た
村
の
人
び
と
は
、
驚
い
て
手
に
手
に
鍬
や
鎌

を
も

っ
て
か
け
つ
け
て
み
る
と
、
ベ
イ
サ
は
か
ら
だ

じ
ゅ
う
か
み
さ
か
れ
て
、
血
の
か
た
ま
り
の
よ
う
に

な
っ
て
死
ん
で
い
た
ん
じ
ゃ
。

人
び
と
が
、
あ

っ
と
思

っ
て
だ
き
起
こ
す
と
、
ベ

イ
サ
の
か
ら
だ
の
下
か
ら
、
赤
ん
坊
が
傷
ひ
と
つ
せ

ず
に
、
元
気
に
で
て
き
た
ん
じ
ゃ。

た

ん

ぽ

む
か
し
、
む
か
し
、
お
前
た
ち
が
田
聞
の
ギ
ャ
ワ

ズ

(蛙
)
で
、
人
に
ふ
ま
れ
て
ギ
ャ
ク
、
ギ
ャ
ク
鳴

い
て
い
た
、
そ
ん
な
大
昔
の
こ
と
じ
ゃ
。

上
大
久
保
と
中
大
久
保
と
の
ま
ん
中
あ
た
り
に
、

小
さ
い
丘
が
あ

っ
て
の
、
桜
の
花
が
あ
ん
ま
り
き
れ

い
じ
ゃ

っ
た
け
に
、
若
い
衆
が
よ
く
フ
ク
ベ

(酒
を

入
れ
た
ヒ
ョ
ウ
タ
ン

)
を
さ
げ
て
、
花
見
に
出
か
け

た
も
ん
だ
。

そ
の
年
も
ナ
、
ち
ょ
う
ど
四
月
の
い
ま
頃
じ
ゃ

っ

た
が
、
桜
の
花
が
い
っ
ぱ
い
咲
い
て
、
若
い
衆
の
寄

り
合
で
も
、
「
あ
し
た
は
花
見
に
せ
ん
ま
い
か
」
と

い
う
話
が
で
て
お
っ
た
そ
う
な
。

こ
の
丘
に
は
き
れ
い
な
池
も
あ

っ
て
、
昔
の
子
供

た
ち
は
、
池
に
す
む
小
魚
と
た
わ
む
れ
た
り
、
カ
ン

カ
ン
ボ
l
ズ
(
人
当
て
ゴ

ッ
コ
)
や
オ
ン
カ
キ
(
鬼

ゴ
ッ
コ
)
な
ど
し
て
、
よ
く
遊
ん
だ
も
ん
じ
ゃ
よ
。

昔
の
子
供
は
ナ
、

今
み
た
い
に
学
校
へ
や

っ
て
も

ら
う
な
ど
と
い
う
こ
と
は
な
か

っ
た
か
ら
ナ
、
小
学

校
の

一
年
か
二
年
ぐ
ら
い
の
歳
に
な
れ
ば
、
女
の
子や

と

で
さ
え
、
ベ
イ
サ
と
い

っ
て
な
、
物
持
ち
の
家
に
雇

わ
れ
て
、
赤
ん
坊
の
世
話
な
ど
し
て
、
お
金
を
家
に

い
れ
た
も
ん
じ
ゃ
よ
。
今
の
言
葉
で
い
え
ば
子
守
り

人
び
と
は
、
こ
の
ベ
イ
サ
を
神
様
か
仏
様
の
生
ま

れ
か
わ
り
だ
と
思

っ
た
。
だ
か
ら
こ
の
丘
を
ベ
イ
サ

山
と
い
う
こ
と
に
し
た
ん
だ
。
A
7
で
は
ち
ょ

っ
と
短

く
な
っ
て
ベ
イ
サ
ン
と
か
ベ
ン
サ
ン
と
い
う
て
、
字

で
書
く
と
「
弁
山
」
と
書
い
て
い
る
が
な
。

春
は
い
い
季
節
だ
が
、
悲
し
い
話
も
あ
る
ん
だ
よ
。

(
精
神
開
発
研
究
委
員
成
瀬
昌
示
)
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1 2月13日----1月8日
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守

ト
ピ
ッ
ク
ス

-
一
二
月
一
三
日

富
山
市
熊
野
小
学
校
、

二
ハ
口
富
山
東
部
中
学
校

と
学
校
火
災
が
あ
い
つ
い
だ
。

-
一
二
月
一
二
日
県
民
公
園
の
用
地
買
収

県
は
、
置
県

一
O
O年
を
め
ざ
す
記
念
事
業
と
し

て
、
建
設
を
計
画
し
て
い
る
「
県
民
公
園
」
自
然
休

養
林
の
一
部
用
地
買
収
が
ま
と
ま
り
、

砺
波
市
頼
成

山
芹ハ人口
地
区
の
山
林

一
五
訟
を
、
山
林
所
有
者
と
の

問
で
買
収
契
約
を
は
じ
め
た
。

国
一
二
月
一
三
日
人
口
百
四
万
を
越
す

県
が
ま
と
め
た

一
O
月

一
日
現
在
の
県
人
U
は
、

百
四
万
六
、
二
二
二
人
と
昨
年
よ
り
八
位
、
八
、
七

一
八
人
増
加
し
た
。

-
一
月
四
日

新
年
の
記
者
会
見

中
田
知
事
は
、
新
年
は
じ
め
て
の
記
者
会
見
で
、

こ
と
し
の
県
政
担
当
の
決
意
を
述
べ
た
。

??官‘
-\~， .... 
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七日~~~!;記桝

剤密iせÞ~ -lくミヨ

多
彩
な
置
県
九

O
周
年
事
業
の
茅
4

栴
想
を
発
表

す
る
と
と
も
に
、
福
祉
重
点
を
重
ね
て
強
調
、
ゼ
ロ

歳
児
の
医
療
費
無
料
化
の
実
現
、
中
国
と
の
友
好
、

親
善
を
深
め
る
た
め
の
訪
中
す
る
こ
と
な
ど
を
明
ら

か
に
し
た
。

-
一
月
五
日
看
護
婦
実
地
研
修
生

県
が
招
へ
い
す
る
看
護
婦
実
地
研
修
生
と
し
て
、

ペ
ル

l
固
か
ら
柳
瀬
和
子
さ
ん
が
来
日
し
、
県
立
中

央
病
院
、
赤
十
字
病
院
な
ど
で
六
カ
月
間
研
修
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

-
一
月
五
日
剣
岳
は
無
事
故

年
末
か
ら
年
始
に
か
け
て
北
ア
ル
プ
ス
、
剣
岳

一

帯
に
入
山
し
て
い
た
登
山
パ
ー
テ
ィ
ー
は
全
員
下
山

し
、
正
月
登
山
で
は
四
シ
ー
ズ
ン
連
続
遭
難
事
故
ゼ

ロ
を
記
録
し
た
。

-
一
月
六
日
セ

l
ナ
I
苑
募
金
あ
つ
ま
る

心
身
障
害
者
コ
ロ
ニ

ー

「セ

l
ナ
l
苑
」
の
募
金

新年の記者会見1月4日
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・
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HE
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畦
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ヨ
姻
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古手

骨ft

推
進
運
動
を
展
開
し
て
い
る
県
に
、
黒
市
川
一
子
園
の
保

護
者
会
か
ら
、

一一

万

一
、

0
0
0円
の
募
金
が
寄

せ
ら
れ
る
な
ど
、
温
い
支
援
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

-
一
月
一

O
日
五
箇
山
は
観
光
客
倍
増

県
は
昭
和
四
十
七
年
中
に
訪
れ
た
観
光
客
を
ま
と

め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
前
年
比
の
六

・
一
は
増
の
二

六
六
万
三
、
二
八
四
人
で
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル

一

l
卜
は

一
O
一
万
八
、
六
八
五
人
と
前
年
を
や
や
下

回
っ
た
が
、
五
箇
山
は
二
五
万
人
と
前
年
の

二
二
万

人
を
大
幅
に

k
ま
わ
っ
た
。

-
一
月
八
日
北
陸
新
幹
線
の
着
工
決
ま
る

昭
和
同
十
八
年
度
予
算
の
大
蔵
門
原
案
が
決
ま
り

県
関
係
で
北
陸
新
幹
線
の
着
工
が
決
ま

っ
た
の
を
は

じ
め
、
境
川
(
上
平
村
)
ダ
ム
の
建
設
調
査
費
、
県

営
神
通
川
工
業
用
水
建
設
費
の
事
業
費
な
ど
が
組
み

込
ま
れ
た
。

看護婦実地研修生

1月6日 セーナー苑募金あつまる

1月5日
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